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信玄公の父、信虎が躑躅ケ崎館の詰城として築城
した山城。大永元年（1521年）10月、今川軍が甲
斐に侵攻した際、信虎は臨月であった大井夫人を
要害山城に避難させ、11月3日に信玄公がこの城
で産まれたと伝わる。
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永正16年（1519年）、信虎はこの地、躑躅ヶ崎に
館を築き「甲斐府中」を定める。これより60余年、
信虎・信玄・勝頼の居館となる。武田神社は大正8
年（1919年）、館跡に創建された。

武田神社《甲府市》

たけ だ じん じゃ

3

行基が開創したとされ、境内の巨石から
水が噴き出したことから、古くは石水寺と
称した。信玄公は積翠寺で誕生したとの
伝承もあり、産湯の井戸が残る。

せき すい じ

積翠寺《甲府市》2

信玄公が
生まれた山城

信玄公産湯の
井戸が残る

武田の館跡に創建
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信玄公
ゆかりの地
を訪ねて

信玄公の

We Love Shingen
2021

ここが好き

時代を超えて
愛されるヒーロー

歴史学者 平山  優 さん

甲斐和太鼓衆
信玄太鼓保存会

片山 こころ さん

信玄公は、戦死した家臣たちの供養を日課にしていま
した。さらに、頼りにしている家臣たちが戦死しないよ
うに、1人につき100遍お経を唱えていました。このよ
うな部下思いの側面にも人としての魅力を感じます。

信玄公は私にとって、富士山と同じ
くらい親しみを感じる偉大な存在
です。洪水から守る信玄堤をつくっ
たり、民衆のことをいつも考えてく
れていて、絶対に優しい人だと思
います。ヒゲもカッコいいな。

「部下を大切に
   思い続けた信玄公」

多数の著書を執筆し、大河ドラマの時代考証などでも活躍

信玄公への感謝の思いを、
メンバーと気持ちをひとつに
太鼓に託す

歴史タレント 小栗さくら さん

単なる能力主義ではなく、欠点にも見切りをつけ
ず、人の能力を活かしてくださる信玄公はまさに理
想の上司。人生の荒波を乗り越え、創意工夫して
いった生き様に学ぶ部分がすごくあると思います。

「上司にしたい武将
        ナンバーワン！」

「優しくて
 カッコいいヒーロー」

歴史系アーティスト「さくらゆき」など、歴史の魅力を多彩に魅せる

武田神社  権禰宜

佐野 浩一郎 さん

信玄公は戦が強かっただけで
なく、民政に尽くされました。信
玄堤の開発、甲州升の考案や甲
州法度の制定など、信玄公はど
のような局面でも、その才やお
力を民の為に使うことで素晴ら
しい功績を遺されたのです。

武田信玄公を御祭神として
お祀りし、御遺徳を今に伝える

「民のために
  尽くされた信玄公」

体が弱かった松姫の健康を願った
祈願文や、盲目だった次男龍宝の
ために「不幸にも光を全く失ってし
まったならば、自身の右眼と子息
の右眼を交換したい」と書いた文
書が残っているなど、優しい父親と
しての信玄公も素敵です。

孫子の兵法をオリジナル化し、感情よりも戦略
を練って戦う信玄公の姿勢に、私はとても影響
を受けています。私の名前の「信」の字は信玄
公にちなんで付けられたことから、幼い頃から
偉大な信玄公に尊敬と感謝の念を持ち続けて
います。

「子どもを想う
         優しい父親」

禅の精神を貫き、慈悲深く、人々
の利益のために権力を使った信
玄公。ライバルの上杉謙信も彼の
死に涙するなど、敵対する人から
も尊敬される人物でした。21世紀
を生きる私たちも信玄公からたく
さんの事を学べると思います。

「信玄公の生き様
         に学びたい」

「人徳者であり、
     優れた戦略家」

風林火山 甲陽戦国隊
信玄公の五女「松姫」役

伊藤 由香 さん

武田家の魅力と信玄公の
カッコ良さを世界に伝える
おもてなしを実践

Close to Mount Fuji代表
山梨中央銀行業務アドバイザー
山梨大学客員教授

デイビッド エリス さん

独自の感性で山梨を見つめ発見し、
その魅力を世界に発信

プロレスラー

鷹木 信悟さん

「風林火山」の精神を、
いかなる時も心に留める
熱きファイター

ラングラーランチ 田中 光法 さん

武田騎馬隊の圧倒的な強さは本当に魅力的。きっと普段から訓練を重ねた
はずです。武田騎馬隊は、馬に携わる私にとって誇りです。信玄公が整備し
た棒道を当時に思いを馳せながら馬と歩くのは感慨深いですね。

民衆を守り、50年、100年先を見越しながら平和な国
を築くことを目指した信玄公。確固たる目標を持ち、突
き進んだその生き様に私は共感します。また文学に親し
むなど、文化的レベルの高さも魅力です。

「圧倒的な強さを誇る武田騎馬隊」 「国づくりへの熱き想いに共感」

役者を乗せ、堂々と演じる「役馬」を育て、
愛する馬と世界を駆ける

信玄公祭り・軍奉行役

飯野 洋光 さん

信玄公への熱い尊敬の念を胸に、戦国絵巻へと観衆をいざなう
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信玄公
ゆかりの地
を訪ねて

武田信昌により、武州（旧武蔵国）と接
する要所として配された小菅氏が天神
山に築いた山城。当時、日常は麓に館
を構え、山城は非常時に立て篭もる砦
だった。山には今も当時の痕跡がある。

小菅城跡《小菅村》

こ すげ じょう あと

13

本殿はなく拝殿だけの古代神社の形式。
おびただしい刀剣が奉納されている。
かつては武運長久を祈願する参拝者も
訪れたという。「風の神」「疱瘡神」「小御
岳本宮」が祀られている。

魔王天神社《鳴沢村》

ま おう てん じん じゃ

23

駿河と相模の国境にあたることから、
信玄公はこの地を国境守備の祈願所と
した。狩野常信作といわれる涅槃図、
明兆作といわれる星曼荼羅、武田家印
判状などの文化財がある。

寿徳寺《山中湖村》

じゅ とく じ

18

信虎・信玄・勝頼から崇敬を受けた。武
田家の祈願所であり、北条氏政に嫁い
だ息女黄梅院の安産を願って捧げた信
玄直筆の安産祈願文や古文書、武田不
動明王像などが所蔵されている。

冨士御室浅間神社
《富士河口湖町》

ふ じ お むろ せん げん じん じゃ

22

狼煙台は、国防警備のため軍事情報の連
絡手段として甲斐国の各地に置かれた。
武田氏の地下衆が交代で常駐していたと
される。城山には帯曲輪跡や尾根切りな
どの烽台の遺構が残されている。

城山の狼煙台《西桂町》

しろ やま の ろ し だい

20

大同2年（807年）創建。木花咲耶姫命・
鷹飼・犬飼坐像の三神像は国指定重要文
化財。浅間神社の中に諏訪明神が祀ら
れるようになったのは、信玄公の影響
によるものという説がある。

忍草浅間神社《忍野村》

しぼ くさ せん げん じん じゃ

19

武田家の重臣で上野原城主の加藤丹後
守景忠が創建。景忠の父、虎景は信玄
公の旗本奉行で、武術指南役を務めた。
慶応元年（1865年）に再建された山門と
鐘楼の豪壮な造りも見応えがある。別
名月見寺とも言われ、中里介山の「大菩
薩峠」にも登場している。

保福寺《上野原市》

ほう ふく じ

14

信玄公が小田原城主北条氏康を攻める
際、道志を通り、犬に先導させて峠を
越えたことに由来してその名がついた
という説がある。近くには陣を張った
とされる信玄平など、信玄公に由来す
る地名が点在している。

犬越路峠《道志村》

いぬ こえ じ とうげ

17

文明元年（1469年）甲斐国守護武田信昌
が鷹岳宗俊禅師を招き開山。信虎らと
活躍した小山田出羽守信有が、永正9年
（1512年）に再興、以後、小山田家の歴
代菩提寺となる。

長生寺《都留市》

ちょう しょう じ

16

本殿は、現存する国内最大の十一間社流造。建造物9棟11件が国指定重要文
化財に指定されている。神社本紀には、弘治3年（1557年）に晴信（信玄公）が
信州出陣の際、配下に命じて扉に金箔を再興させたと記されている。

大井俣窪八幡神社《山梨市》

くぼまたおお い はち まん じん じゃ

8

日本武尊が富士の遥拝地として定めたことが起源とされ、1900年以上の歴史
を誇る。信玄公が川中島合戦の戦勝を祈願して浅間本社として造営した東宮
本殿など、多くの建造物が国の重要文化財に指定されている。

北口本宮冨士浅間神社《富士吉田市》

きた ぐち ほん ぐう ふ じ せん げん じん じゃ

21

室町時代には集落が形成されていた古
い歴史を持つ丹波山村は、武田氏全盛
期には武田の隠し金山として栄えた。
黒川金山の採掘のため金山奉行が置か
れるなど、丹波千軒と呼ばれ賑わった。

丹波山金山《丹波山村》

た ば やま きん ざん

12

信玄公が僧侶の修行を励ますために記
した壁書が残る。五箇条からなり、執
務上の守るべきを示し学問に励み、禅
道の修行に精進すべきことが記してあ
る。信玄公27歳のときの書とされる。

向嶽寺《甲州市》

こう がく じ

10

笛吹川の氾濫が度重なる水難所であった
ため、信玄公が治水事業の一環として赤
松を植えさせたと伝わる。後に築かれた
雁行堤は信玄公の治水技術を基に考えら
れたとされ、今も石積みの一部が残る。

万力公園《山梨市》

まん りき こう えん

9

後奈良天皇より武田家を通じて奉納さ
れた、国指定重要文化財の後奈良天皇
書写の紺紙金泥般若心経をはじめ、太
刀や信玄公自詠の和歌の短冊など、信
玄公ゆかりの文化財が数多く残る。

一宮淺間神社《笛吹市》

いちの みや あさ ま じん じゃ

7

八田家は武田家の蔵前衆として、年貢
の収納、軍糧の輸送を司どっていた。
茅葺き入母屋造りの書院は美しい庭園
の中にあり、紅葉に染まる秋は格別な
趣がある。県指定文化財の八田家書院
と八田家御朱印屋敷が隣接している。

八田家書院《笛吹市》

はっ た け しょ いん

6

川中島の戦いが激化し、信州の善光寺
の焼失を恐れた信玄公が、本尊をはじ
め、諸仏、寺宝を甲府善光寺に移した。
僧侶、職人、商人も伴い一つの門前町
が移動したと伝えられる。後に本尊は
豊臣秀吉により帰還。

甲斐善光寺《甲府市》

か い ぜん こう じ

5

信濃国で死去した信玄公は、この墓所の
ある武田二十四将の一人である土屋右衛
門尉昌次の邸内で荼毘に付された。墓所
内の「八房梅」は一つの花に8個の美を結ぶ
珍しいもの。川中島合戦の陣中で信玄公
がこの実で喉をうるおしたと伝えられる。

武田信玄公墓所
《甲府市》

しんたけ だ げん こう ぼ しょ

4

開山は夢窓国師。信玄公
は名僧快川国師を迎え、
深く帰依。信玄公自ら恵
林寺を菩提寺と定めてい
たため、3年間の秘喪の
後、天正4年（1576年）4
月に信玄公の子、勝頼が
施主となって本葬が執行
された。武田家滅亡後、
織田軍により国師と僧侶
100名余が山門楼上に追
われ火を放たれたが国師
は恐れることなく「心頭滅
却すれば火も自ら涼し」と
言い放った。夢窓国師の
庭が有名。

恵林寺
《甲州市》

え りん じ

11

郡内領主小山田氏によっ
て築かれた城。「甲陽軍鑑」
に、上野国岩櫃城、駿河国
久能山城と並んで、関東三
名城に数えられている。織
田軍に攻められた勝頼が
最後に目指した山城だっ
たが、小山田信茂に拒ま
れ、勝頼は天目山へ向か
い自刃することになる。

岩殿城跡
《大月市》

いわ どの じょう あと

15

墓所に咲く「八房梅」小説「大菩薩峠」にも登場

信玄公の菩提寺

武田家代々 の氏神

信玄公の
防水林がはじまり重要文化財の

三神像が残る

信州善光寺より
本尊を移した

信玄公が造営
した東宮本殿

小山田氏の
歴史をひもとく

武田家三代
に渡り崇敬

学問を奨励する
壁書が残る

武田軍の
通信設備

武田家の蔵前衆

関東三名城のひとつ

信玄公から厚い
崇敬を受けた

関東方面への
要衝の地

武田の隠し金山小田原攻めの軍路

国境守備の祈願所武運長久を祈願
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岳本宮」が祀られている。

魔王天神社《鳴沢村》

ま おう てん じん じゃ

23

駿河と相模の国境にあたることから、
信玄公はこの地を国境守備の祈願所と
した。狩野常信作といわれる涅槃図、
明兆作といわれる星曼荼羅、武田家印
判状などの文化財がある。

寿徳寺《山中湖村》

じゅ とく じ

18

信虎・信玄・勝頼から崇敬を受けた。武
田家の祈願所であり、北条氏政に嫁い
だ息女黄梅院の安産を願って捧げた信
玄直筆の安産祈願文や古文書、武田不
動明王像などが所蔵されている。

冨士御室浅間神社
《富士河口湖町》

ふ じ お むろ せん げん じん じゃ

22

狼煙台は、国防警備のため軍事情報の連
絡手段として甲斐国の各地に置かれた。
武田氏の地下衆が交代で常駐していたと
される。城山には帯曲輪跡や尾根切りな
どの烽台の遺構が残されている。

城山の狼煙台《西桂町》

しろ やま の ろ し だい

20

大同2年（807年）創建。木花咲耶姫命・
鷹飼・犬飼坐像の三神像は国指定重要文
化財。浅間神社の中に諏訪明神が祀ら
れるようになったのは、信玄公の影響
によるものという説がある。

忍草浅間神社《忍野村》

しぼ くさ せん げん じん じゃ

19

武田家の重臣で上野原城主の加藤丹後
守景忠が創建。景忠の父、虎景は信玄
公の旗本奉行で、武術指南役を務めた。
慶応元年（1865年）に再建された山門と
鐘楼の豪壮な造りも見応えがある。別
名月見寺とも言われ、中里介山の「大菩
薩峠」にも登場している。

保福寺《上野原市》

ほう ふく じ

14

信玄公が小田原城主北条氏康を攻める
際、道志を通り、犬に先導させて峠を
越えたことに由来してその名がついた
という説がある。近くには陣を張った
とされる信玄平など、信玄公に由来す
る地名が点在している。

犬越路峠《道志村》

いぬ こえ じ とうげ

17

文明元年（1469年）甲斐国守護武田信昌
が鷹岳宗俊禅師を招き開山。信虎らと
活躍した小山田出羽守信有が、永正9年
（1512年）に再興、以後、小山田家の歴
代菩提寺となる。

長生寺《都留市》

ちょう しょう じ

16

本殿は、現存する国内最大の十一間社流造。建造物9棟11件が国指定重要文
化財に指定されている。神社本紀には、弘治3年（1557年）に晴信（信玄公）が
信州出陣の際、配下に命じて扉に金箔を再興させたと記されている。

大井俣窪八幡神社《山梨市》

くぼまたおお い はち まん じん じゃ

8

日本武尊が富士の遥拝地として定めたことが起源とされ、1900年以上の歴史
を誇る。信玄公が川中島合戦の戦勝を祈願して浅間本社として造営した東宮
本殿など、多くの建造物が国の重要文化財に指定されている。

北口本宮冨士浅間神社《富士吉田市》

きた ぐち ほん ぐう ふ じ せん げん じん じゃ

21

室町時代には集落が形成されていた古
い歴史を持つ丹波山村は、武田氏全盛
期には武田の隠し金山として栄えた。
黒川金山の採掘のため金山奉行が置か
れるなど、丹波千軒と呼ばれ賑わった。

丹波山金山《丹波山村》

た ば やま きん ざん

12

信玄公が僧侶の修行を励ますために記
した壁書が残る。五箇条からなり、執
務上の守るべきを示し学問に励み、禅
道の修行に精進すべきことが記してあ
る。信玄公27歳のときの書とされる。

向嶽寺《甲州市》

こう がく じ

10

笛吹川の氾濫が度重なる水難所であった
ため、信玄公が治水事業の一環として赤
松を植えさせたと伝わる。後に築かれた
雁行堤は信玄公の治水技術を基に考えら
れたとされ、今も石積みの一部が残る。

万力公園《山梨市》

まん りき こう えん

9

後奈良天皇より武田家を通じて奉納さ
れた、国指定重要文化財の後奈良天皇
書写の紺紙金泥般若心経をはじめ、太
刀や信玄公自詠の和歌の短冊など、信
玄公ゆかりの文化財が数多く残る。

一宮淺間神社《笛吹市》

いちの みや あさ ま じん じゃ

7

八田家は武田家の蔵前衆として、年貢
の収納、軍糧の輸送を司どっていた。
茅葺き入母屋造りの書院は美しい庭園
の中にあり、紅葉に染まる秋は格別な
趣がある。県指定文化財の八田家書院
と八田家御朱印屋敷が隣接している。

八田家書院《笛吹市》

はっ た け しょ いん

6

川中島の戦いが激化し、信州の善光寺
の焼失を恐れた信玄公が、本尊をはじ
め、諸仏、寺宝を甲府善光寺に移した。
僧侶、職人、商人も伴い一つの門前町
が移動したと伝えられる。後に本尊は
豊臣秀吉により帰還。

甲斐善光寺《甲府市》

か い ぜん こう じ

5

信濃国で死去した信玄公は、この墓所の
ある武田二十四将の一人である土屋右衛
門尉昌次の邸内で荼毘に付された。墓所
内の「八房梅」は一つの花に8個の美を結ぶ
珍しいもの。川中島合戦の陣中で信玄公
がこの実で喉をうるおしたと伝えられる。

武田信玄公墓所
《甲府市》

しんたけ だ げん こう ぼ しょ

4

開山は夢窓国師。信玄公
は名僧快川国師を迎え、
深く帰依。信玄公自ら恵
林寺を菩提寺と定めてい
たため、3年間の秘喪の
後、天正4年（1576年）4
月に信玄公の子、勝頼が
施主となって本葬が執行
された。武田家滅亡後、
織田軍により国師と僧侶
100名余が山門楼上に追
われ火を放たれたが国師
は恐れることなく「心頭滅
却すれば火も自ら涼し」と
言い放った。夢窓国師の
庭が有名。

恵林寺
《甲州市》

え りん じ

11

郡内領主小山田氏によっ
て築かれた城。「甲陽軍鑑」
に、上野国岩櫃城、駿河国
久能山城と並んで、関東三
名城に数えられている。織
田軍に攻められた勝頼が
最後に目指した山城だっ
たが、小山田信茂に拒ま
れ、勝頼は天目山へ向か
い自刃することになる。

岩殿城跡
《大月市》

いわ どの じょう あと

15

墓所に咲く「八房梅」小説「大菩薩峠」にも登場

信玄公の菩提寺

武田家代々 の氏神

信玄公の
防水林がはじまり重要文化財の

三神像が残る

信州善光寺より
本尊を移した

信玄公が造営
した東宮本殿

小山田氏の
歴史をひもとく

武田家三代
に渡り崇敬

学問を奨励する
壁書が残る

武田軍の
通信設備

武田家の蔵前衆

関東三名城のひとつ

信玄公から厚い
崇敬を受けた

関東方面への
要衝の地

武田の隠し金山小田原攻めの軍路

国境守備の祈願所武運長久を祈願



14

弓の名人として知られる甲斐源氏の武
将、浅利与一義成。『平家物語』には、壇
ノ浦の戦いで平家の武将を400メートル
以上先から射倒したことが記されてい
る。後の子孫とされる浅利信種は、信
玄公の側近として三増峠の戦いで戦死。

浅利与一墓所《中央市》

あさ り よ いち ぼ しょ

29

城主一条信龍は信虎の八男。信玄公が甲
斐源氏一門の名族一条氏の名跡が絶えぬ
よう、異母弟の信龍に一条家の名跡を継
がせた。信龍は、信玄公からの信頼も厚
い名将であり武田二十四将の一人。現
在、城の塁跡は蹴裂神社となっている。

上野城跡《市川三郷町》

うえ の じょう あと

28

信虎の三女で信玄公の妹にあたる禰禰と
信濃の武将諏訪頼重との間に生まれた虎
王丸の墓。信玄公暗殺に失敗して逃亡し
たが、この地で果てた。五輪塔が本能寺
裏山に残る。

本能寺 虎王丸墓
《富士川町》

ほん のう じ とら おう まる はか

27

保金山は大金山金山とも呼ばれる武田氏
の時代の隠し金山。大金不動滝の上にい
くつもの坑道があり、この滝の水を金の
精錬に使っていた。滝の岩の割れ目に金
がつまっていると言われている。

保金山跡（大金不動滝）
《早川町》

ほう きん ざん あと おおがね ふ どうたき

26

穴山信君が亡き母南松院のために菩提所
として再建。南松院は信玄公の姉にあた
る。庭園の亀石は南松院が穴山信友に嫁
ぐ際に持参した武田家伝来の霊亀石だと
伝えられている。

南松院《身延町》

なん しょう いん

25

武田氏の一族、穴山氏により伽藍が整備
された。駿河侵攻の際は、信玄公が戦勝
祈願を行い、寺領を寄進したと伝えられ
ている。仏殿は国指定重要文化財。境内
に穴山勝千代（梅雪の子）の墓所がある。

最恩寺《南部町》

さい おん じ

24

源義清は武田冠者を名乗り、甲斐国に源
氏の勢力を築いた。義清の没後に館内に
社殿を造営したとされる義清神社の西に
は義清の墳墓といわれる義清塚がある。
境内には甲斐源氏祖御旧跡の碑もある。

義清塚《昭和町》

よし きよ づか

31

大永元年（1521年）信虎が今川軍を迎え撃
ち、劇的勝利を収めた飯田河原合戦。合戦
場近くの八幡神社にある碑は戦死者の供養
のために信虎が建立したと伝えられ、大永
6年（1526年）9月の文字が確認できる。

飯田河原合戦供養碑
《甲斐市》

いい だ が わら かっ せん く よう ひ

32

甲斐と信濃を結ぶ最短の軍用道路。
八ヶ岳山麓を直線に貫き、「棒道」と呼ば
れている。道中には関所、番所が設け
られ往来する兵や馬の世話をする施設
が整えられていた。大河ドラマのロケ
にもよく使われている。

信玄棒道《北杜市》

しん げん ぼう みち

34

武田家発祥の地にある氏神。石鳥居は室町時代、現存する本殿は信玄公が建
立したと伝わる国指定重要文化財。武田家滅亡の直前、勝頼の正室・北条夫
人が「願わくば霊神力を合わせて勝つことを」と願文を納めた。

武田八幡宮《韮崎市》

たけ だ はち まん ぐう

33

創建時は長禅寺であったが、信玄公によ
り甲府に新たに長禅寺が創建され、古長
禅寺となる。大井夫人は住職に高僧岐秀
玄伯を招き、信玄公の師とした。岐秀は
信玄公の出家時に「信玄」の号を与えた。

古長禅寺《南アルプス市》

こ ちょう ぜん じ

30

戦勝祈願・武田家の氏神 信虎三女の一子
虎王丸の墓

信玄公生母
大井夫人の菩提寺

信玄公生誕年の
合戦の碑

信玄公の姉、
南松院の菩提所

信玄公の重鎮
信龍の塁城

遠矢の誉れを
天下に響かせた信玄公の軍用道路

駿河侵攻の戦勝祈願

甲斐源氏発展の礎

信玄公の隠し金山

信玄公
ゆかりの地
を訪ねて

山梨県内の各市町村においても「信玄公生誕５００年記念」と冠した
様々なイベントが開催されます。

令和3年10月22日（金）～11月7日（日）
信玄公生誕ウィーク

詳しくは
次ページ以降を
チェック！
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信玄公生誕500年記念

第49回信玄公祭り
令和3年 10月22日（金）～24日（日）

●会場 ： 山梨県立博物館（笛吹市御坂町成田1501-１）

山梨県立博物館 開館15周年記念特別展

「生誕500年 武田信玄の生涯」
令和3年 3月13日（土）～5月10日（月）

武田信玄の53年の生涯について、県内外に伝わる貴重な文化財の数々を
紹介しながら、信玄が行った政治・外交・合戦などの業績を振り返ります。

信玄公生誕500年記念の各種イベントを実施します！

各種イベントの詳細は、公式Twitter・
特設サイトをご覧ください。

［問合せ］ 信玄公生誕500年記念事業実行委員会  事務局  山梨県観光文化部観光資源課
　　　　　 ☎055-223-1573

［公式Ｔｗｉｔｔｅｒ］ ＠500shingen
［特設サイト］ https://www.yamanashi-kankou.jp/shingen500nen/index.html

アクセス 《電車・バス》JR石和温泉駅からバス約10分
《車》中央自動車道一宮・御坂ICから約8分、
　　 笛吹八代スマートICから約12分

※状況によりイベントの日程・内容等が変更、または中止となる場合があります。

問合せ 山梨県立博物館  ☎055-261-2631
http://www.museum.pref.yamanashi.jp

武田信玄公役 山本勘助役
筧  利夫さん 犬飼 貴丈さん

●武田信玄公が築いた「山梨の魅力」フォトコンテスト  開催期間：令和３年2月20日（土）～6月13日（日）

●広域スタンプラリー  開催期間：令和3年7月頃～12月頃（予定）

●信玄公生誕500年記念イベント  開催日：令和3年11月6日（土）（予定）

●会場 ： 甲府駅前他甲府市中心街
問合せ 信玄公祭り実行委員会 事務局

☎055-231-2722

武田信玄像（部分、山梨県立博物館蔵）

特設サイト公式Twitter

甲府市中心部を会場に
行われる「信玄公祭り」。
県内各地から１，０００名
を超える軍勢が集結し、
川中島に向け出陣する
様子を再現します！

●開催日、開催内容等の詳細は、公式ＨＰをご覧ください。
［公式ＨＰ］https://www.yamanashi-kankou.jp/shingen/index.html

あつまれどうぶつの森
「かいのくにしんげん島」

夢番地：DA-0360-6676-5266
今後も県内の観光地や、信玄公ゆかりの地などを公開予定！


